
●長男死亡後も長男の両親の世話をしている長男の妻に財産を残したい
→長男の妻は長男の両親の相続権はありません
☆特別の寄与の制度の創設（２０１９年７月１日施行）

相続人以外の被相続人の親族が無償で被相続人の療養看護等を行っ
た場合には、相続人に対して金銭の請求をすることができます

●夫婦間に子供がなく、財産が現在の居住不動産のみで、妻に家を残したい
→家を所有している夫が死亡し、相続人が妻と夫の兄弟になる様な場

合、遺産分割で妻が家を取得できないことが考えられます
☆配偶者居住権の新設（２０２０年４月１日施行）

配偶者が相続開始時に被相続人所有の建物に居住していた場合に、
配偶者は、遺産分割において配偶者居住権を取得することにより、終
身又は一定期間（遺産分割の終了するまでの間）、その建物に無償で
居住することができるようになります

●前妻との間の子がおり、再婚した妻との間にも子がいる
　　→子同士が面識がない場合など、遺産分割協議がまとまらないことが
　　　あります

　☆遺留分制度の見直し（２０１９年７月１日施行）
　　遺留分を侵害された者は、遺贈や贈与を受けた者に対し、遺留分侵害 
　　額に相当する金銭の請求をすることができるようになる。


